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1. 平成26年3月期第3四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 289,828 6.0 429 ― 215 ― △1,087 ―
25年3月期第3四半期 273,424 3.3 △756 ― △1,634 ― △2,681 ―

（注）包括利益 26年3月期第3四半期 7,821百万円 （―％） 25年3月期第3四半期 △1,113百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 △15.55 ―
25年3月期第3四半期 △38.34 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

26年3月期第3四半期 239,356 57,448 18.1
25年3月期 226,567 50,944 16.6
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 43,334百万円 25年3月期 37,682百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
（注）平成26年３月期の期末配当につきましては、未定としております。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） ― ―

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 385,000 5.4 1,500 ― 300 ― 100 ― 1.43



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、【添付資料】２ページ「２.サマリー情報(注記事項)に関する事項」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績予想は、現時点での入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、その情報の不確実性のほか、今後の経
済情勢、市場動向、株価・為替動向等の状況変化により予想数値と異なる可能性があります。なお、業績に関する事項は、【添付資料】２ページ「１.当四半期決
算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 70,049,627 株 25年3月期 70,049,627 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 96,214 株 25年3月期 95,211 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 69,953,971 株 25年3月期3Q 69,955,107 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では緩やかな回復を続けており、欧州も
底打ちから緩やかな持ち直しへと転じつつあるものの、本格的な回復には至っておりません。ま
た、中国経済が緩やかな減速傾向にあることや、インドを始めとした新興国においても成長鈍化
が引き続くなど、総じて厳しい状況にあります。 
国内経済は、第２次安倍政権発足以降、金融緩和による消費拡大と財政政策による内需の底上

げが生じ、景気は回復基調となりましたが、世界経済の先行きは依然として不透明であり、予断
を許さない状況が続いております。 
当社グループの主要取引先であります自動車業界における世界需要は、北米において緩やかな

がら回復基調を示したものの、欧州においては依然として低迷しております。また、中国におい
ては日中関係の冷え込みの影響もあり、やや低迷しております。国内市場においてはエコカー補
助金の政策効果一巡に伴う販売減もあり、やや弱い動きとなっております。 
こうした状況のなか、当社グループにおいては、生産体制の見直し、生産効率の向上、原価改

善の推進及び物流費の低減などの収益改善活動等に積極的に取り組んでまいりました。 
当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は2,898億円(前年同四半期比6.0％増)となり、営

業利益は４億円(前年同四半期は７億円の営業損失)、経常利益は２億円(前年同四半期は16億円
の経常損失)、四半期純損失は10億円(前年同四半期は26億円の四半期純損失)となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 
①日本

売上高はエコカー補助金の政策効果一巡に伴う販売減の影響により、1,824億円(前年同四
半期比0.9％減)となりました。セグメント利益は20億円(前年同四半期は４億円のセグメント
損失)となりました。 
②北米

売上高は535億円(前年同四半期比27.6％増)となりました。セグメント損失は13億円(前年
同四半期は14億円のセグメント損失)なりました。 
③欧州

売上高は175億円(前年同四半期比23.1％増)となりました。セグメント損失は６億円(前年
同四半期は６億円のセグメント損失)となりました。 
④アジア

売上高は495億円(前年同四半期比16.3％増)となりました。セグメント利益は６億円(前年
同四半期比60.3％減)となりました。 

(2)  財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末の総資産については、有形固定資産の増加、投資有価証券の増加
等により、前連結会計年度末に比べて127億円増加し、2,393億円となりました。負債については、
借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べて62億円増加し、1,819億円となりました。純
資産については、為替換算調整勘定の増加等により、前連結会計年度末に比べて65億円増加し、
574億円となりました。 

(3)  連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成25年10月30日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

(税金費用の計算) 
一部の連結子会社における税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年

度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純
利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 
なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 
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(3)  四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

 当社は、平成25年５月23日の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款の定

めにより、資本準備金の額の減少及び剰余金の処分について決議いたしました。 

 

１ 資本準備金の額の減少及び剰余金の処分の目的 

資本準備金の額を減少し剰余金の処分を行うことによって、繰越利益剰余金の欠損を填補する

もの。 

２ 資本準備金の額の減少の要領 

会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少しその他資本剰余金に振替えるもの。 

(1) 減少する準備金の項目及びその額 

  資本準備金     1,797百万円 

(2) 増加する剰余金の項目及びその額 

  その他資本剰余金  1,797百万円 

３ 剰余金の処分の要領 

会社法第452条の規定に基づき、上記２で振替えたその他資本剰余金をさらに繰越利益剰余金に

振替え、欠損を填補するもの。 

(1) 減少する剰余金の項目及びその額 

  その他資本剰余金  1,797百万円 

(2) 増加する剰余金の項目及びその額 

  繰越利益剰余金   1,797百万円 

４ 資本準備金の額の減少及び剰余金の効力の発生日 

(1) 取締役会決議日   平成25年５月23日 

(2) 効力発生日     平成25年５月23日 
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  (セグメント情報) 

前第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

合計 
(注)２ 

日本 北米 欧州 アジア 計 

売上高   

  外部顧客への売上高 174,785 41,957 14,257 42,424 273,424 － 273,424

  セグメント間の内部売上高又は
振替高 

9,306 0 0 168 9,475 △9,475 －

計 184,091 41,957 14,257 42,592 282,899 △9,475 273,424

セグメント利益又は損失（△） △428 △1,416 △612 1,612 △845 89 △756

(注) １ セグメント損失の調整額89百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日） 

（単位：百万円） 

 
報告セグメント 

調整額 
(注)１ 

合計 
(注)２ 

日本 北米 欧州 アジア 計 

売上高   

  外部顧客への売上高 169,475 53,520 17,542 49,288 289,828 － 289,828

  セグメント間の内部売上高又は
振替高 

12,984 0 6 265 13,257 △13,257 －

計 182,460 53,521 17,549 49,554 303,085 △13,257 289,828

セグメント利益又は損失（△） 2,015 △1,387 △641 639 626 △196 429

(注) １ セグメント利益の調整額△196百万円は、セグメント間取引消去であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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平成26年3月期　第３四半期　決算参考資料

平成26年1月31日
フタバ産業株式会社

【連　結】

1. 当第３四半期の業績

(注)　(  )内は売上高比率を表示

2. 営業利益増減要因（対前年同期比）

3. セグメント別業績

【個　別】

1. 当第３四半期の業績

（注）　(  )内は売上高比率を表示

設 備 投 資 6,321 8,714 △ 2,393  △27.5% 

減 価 償 却 費 7,982 8,709 △ 727  △8.4% 

210.8% 

四 半 期 純 利 益 ( 2.9% ) 5,190 ( 0.8% ) 1,412 3,778 267.6% 

経 常 利 益 ( 2.9% ) 5,306 ( 0.9% ) 1,706 3,599 

 △1.0% 

営 業 利 益 ( 1.0% ) 1,759 ( 0.1% ) 129 1,629 1,253.3% 

売 上 高 ( 100.0% ) 180,896 ( 100.0% ) 182,732 △ 1,836 

（単位： 百万円未満切り捨て）

当第３四半期 前年同四半期
増減 増減率

(H25.4～H25.12) (H24.4～H24.12)

16,403 6.0% 

営 業 利 益 429 0.1% △ 756  △0.3% 1,185 - 
合計

売 上 高 289,828 273,424

42,592

△ 3,782

営 業 利 益 △ 196 89 △ 285

△ 641  △3.7% △ 612  △4.3% △ 28 - 

消去
売 上 高 △ 13,257 △ 9,475

6,961 16.3% 

営 業 利 益 639 1.3% 1,612 3.8% △ 972  △60.3% 
アジア

売 上 高 49,554

欧州
売 上 高 17,549 14,257

11,563 27.6% 

営 業 利 益 △ 1,387  △2.6% △ 1,416  △3.4% 29 - 
北米

売 上 高 53,521 41,957

3,291 23.1% 

営 業 利 益

△ 1,630  △0.9% 

営 業 利 益 2,015 1.1% △ 428  △0.2% 2,443 - 
日本

売 上 高 182,460 184,091

当第３四半期 前年同四半期
増減 増減率

(H25.4～H25.12) 利益率 (H24.4～H24.12) 利益率

差引　　　　　営業利益の減 ( △7 → 4) 11

（単位： 百万円未満切り捨て）

計 40 計 29

経費の減 3 為替変動による影響 1

作業屑売却高の増 3

製品構成の変動等による利益の増 23 労務費の増 19

減価償却費の減 11 売上減による利益の減 9

（単位： 億円）

増 益 要 因 金額 減 益 要 因 金額

減 価 償 却 費 15,048 14,934 114 0.8% 21,000 906 4.5%

設 備 投 資 17,706 11,455 6,251 54.6% 21,000 4,332 26.0%

- ( 0.0% ) 100 4,140 -

１株 当た り純 利益 △15円55銭 △38円34銭 

四 半 期 純 利 益  ( △0.4% ) △ 1,087  ( △1.0% ) △ 2,681 1,594 

1円43銭

6.0%

( 0.1% ) 300 1,436 -

- ( 0.4% ) 1,500 1,860 -営 業 利 益 ( 0.1% ) 429  ( △0.3% ) △ 756 1,185 

売 上 高 ( 100.0% ) 289,828 ( 100.0% ) 273,424 16,403 

経 常 利 益 ( 0.1% ) 215  ( △0.6% ) △ 1,634 1,850 -

（単位： 百万円未満切り捨て）

当第３四半期 前年同四半期
増減 増減率

通期予想 対前年通期

(H25.4～H25.12) (H24.4～H24.12) (H25.4～H26.3) 増減 増減率

( 100.0% ) 385,000 19,753 5.4%
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